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１．概要（Summary） 

未利用廃熱の有効活用を目指して，高効率熱電変換

材料の開発に期待が寄せられている。中でもナノワイヤー

熱電変換材料は，量子サイズ効果の導入に伴った飛躍

的な性能の向上が理論予測により見込まれており、実験

的な検証が急がれている。そこで、これまでに利用者は予

め数百ナノメートルの孔が空けられた中空構造の石英ガ

ラス製のテンプレートを利用し、その空孔中に熱電材料を

詰め込んで結晶化させることで、直径が数百ナノメートル、

長さが 1 mm以上のナノワイヤー熱電変換素子の開発に

成功した。さらに、ナノワイヤーの熱電物性を正確に評価

する上で、ナノワイヤー上に局所的な電極を作製する必

要がある。そこで，本研究では FIB-SEMデュアルビーム

装置を利用することで、ナノワイヤー上にナノスケール電

極の作製する技術の開発を進めている 1。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

FIB-SEM 

【実験方法】 

ナノワイヤーが埋め込まれた石英ガラスの端部に、金

属薄膜蒸着後に Siウェハ上に設置し、FIB-SEMを利用

したナノワイヤー端部への Pt デポジションの局所電極の

作製を行った。反対側も同様に局所電極を形成した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

FIB-SEM を利用してナノワイヤーの端部を露出し、

露出個所に電子ビームを利用して Pt デポジションに

よる局所的電極を形成する技術を確立した。本課題で

はナノワイヤーの片側のみにしか電極付けを行って

いない為、電気的導通の確認には至っていない。 

 

Fig. 1: SEM micrograph of fabricated  

Pt electrode on end of Bi nanowire 
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